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◆◆仲間の声仲間の声◆◆

　

パ
ズ
ル
を
解
い
て
か
ら
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
Ａ
〜
Ｌ
順
に
並

び
替
え
て
で
き
た
言
葉
が
答
え

で
す
。
今
年
の
エ
ト
、
タ
ツ
年

に
ち
な
ん
で
、
あ
ら
か
じ
め
パ

ズ
ル
に
入
っ
て
い
る
竜
の
文
字

は
、
意
味
に
関
係
な
く
「
リ
ュ

ウ
」
ま
た
は
「
タ
ツ
」
と
読
み

替
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

出
題
者
：
山
本
汎
昭
さ
ん

タ
テ
の
カ
ギ

❶
乙
姫
様
の
住
ん
で
い
た
お
城

❷
動
物
的
な
〇
〇
が
冴
え
る

❸
熟
練
し
て
上
達
す
る
。
英
語

に
〇
〇
〇
〇
〇
す
る

❹
〇
〇
も
得
も
な
い

❻
無
花
果
。
何
と
読
む

❽
本
流
に
注
ぎ
込
む
流
れ

❾
果
敢
に
盗
塁
を
試
み
る
も
２

塁
寸
前
で
〇
〇
〇
し
た

11
室
内
で
く
つ
ろ
ぐ
時
に
着
る

衣
服

12
決
ま
っ
た
目
的
以
外
の
こ
と

に
経
費
等
を
融
通
し
て
使
用

す
る
こ
と

15
「
ど
こ
で
も
ド
ア
」
の
登
場

す
る
漫
画

16
ワ
ニ
と
言
え
ば
ア
リ
ゲ
ー
タ

ー
と
コ
レ

18
保
証
債
務
を
負
う
人
。
連
帯

〇
〇
〇
〇
〇
〇

20
は
か
ら
い
。
適
切
な
〇
〇
〇

を
と
る

21
頭
上
で
タ
ッ
チ
す
る
喜
び
の

表
現
。
逆
転
打
を
放
っ
た
選

手
を
全
員
が
〇
〇
〇
〇
〇
で

迎
え
た

25
目
は
〇
〇
ほ
ど
に
物
を
言
い

26
波
の
立
つ
さ
ま
を
描
い
た
文

様
27
餅
つ
き
と
言
え
ば
コ
レ
と
杵

29
夜
鷹
そ
ば
の
略
語

31
細
く
美
し
い
眉
。
〇
〇
〇
〇

を
逆
立
て
る

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
硫
黄
と
亜
鉛
と
の
化
合
物
を

〇
〇
〇
〇
亜
鉛
と
い
う

❸
お
ん
な
。
〇
〇
〇
〇
〇
作

家
、
〇
〇
〇
〇
〇
棋
士

❺
細
い
流
れ

❼
軍
備
縮
小
の
略

10
布
を
つ
ま
ん
で
縫
っ
た
ひ

だ
。
ズ
ボ
ン
の
〇
〇
〇

11
武
蔵
と
小
次
郎
が
闘
っ
た
島

13
そ
の
時
代
の
風
潮
・
傾
向
。

〇
〇
〇
〇
に
逆
ら
う

14
重
湯
・
葛
湯
・
ス
ー
プ
な
ど

主
と
し
て
胃
腸
の
手
術
後
等

に
と
る
も
の

17
戦
争
。
応
仁
の
〇
〇
、
保
元

の
〇
〇

19
後
ろ
と
前
と
が
逆
。
〇
〇
〇

〇
〇
に
着
る

22
物
質
を
構
成
す
る
微
細
な

粒
、
素
〇
〇
〇
〇

23
タ
テ
の
カ
ギ
と
〇
〇
の
カ
ギ

24
個
人
の
特
定
化
を
避
け
る
た

め
顔
を
〇
〇
〇
〇
化

26
ア
メ
フ
ト
で
は
６
点
の
得
点

と
な
る

28
〇
〇
〇
〇
〇
〇
な
日
本
語
を

あ
や
つ
る
外
国
人

30
次
期
大
臣
の
〇
〇
を
狙
う

31
軽
快
な
絵
筆
の
〇
〇
〇

32
山
あ
り
〇
〇
あ
り
の
人
生

33
身
が
軽
快
な
さ
ま
。
〇
〇
〇

な
服
装

34
可
愛
い
子
に
は
〇
〇
を
さ
せ

よ
35
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

応
募
の
方
法

　

ハ
ガ
キ
に
「
解
答
」「
所
属
組

合
名
」「
氏
名
」「
住
所
」
を
書
い

て
、
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ

の
余
白
に
紙
面
の
感
想
、
職
場
の

で
き
ご
と
や
近
況
な
ど
を
一
言
書

き
添
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し

い
で
す
。
正
解
者
の
中
か
ら
５
人

に
図
書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
ハ

ガ
キ
は
「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙

面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

送
付
先

〒
５
３
０
―
０
０
４
１
大
阪
市
北

区
天
神
橋
１
丁
目
13
―
15　

大
阪

グ
リ
ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治

労
連「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」

編
集
部

応
募
の
締
め
切
り
／
２
月
28
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１

２
年
３
月
号
の
紙
面
に
掲
載

11
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
１
１
年
11
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
ク
イ
ズ
」
の
正
解
は
「
カ
エ
ヨ

ウ
オ
オ
サ
カ
」
で
し
た
。
各
職
場
か

ら
40
通
の
解
答
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
つ
ぎ
の
５
人
の
み
な
さ
ん
に
図

書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。（
敬
称

は
省
略
）

▼
岡
山
光
男
（
大
阪
市
労
組
）
▼
郡

一
郎
（
枚
方
市
職
労
）
▼
小
坂
田
和

洋
（
吹
田
市
職
労
）
▼
南
野
幸
子

（
富
田
林
市
職
労
）
▼
安
江
健
志

（
岸
和
田
市
職
労
）

11月号の解答「カエヨウオオサカ」
チ ノ ウ イ コ ウ カ イ
エ ン エ イ イ タ イ サ
ノ キ リ キ カ イ ダ イ
ワ リ シ ヨ ウ カ ク シ
リ キ ヨ ウ セ イ イ カ
テ ン リ ト イ イ シ オ
シ カ ク カ イ カ イ
オ ン セ ン チ タ イ ロ
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リッチスタン アポ電
新新語

十番勝負

　本来は「電話による営業活動」を指す業界用語でした。しかし現在は、「オレオレ詐欺の新手
法」。加害者が被害者に対して事前に電話連絡をし、自分を身内だと勘違いさせ、その数時間後あ
るいは数日後に「オレオレ詐欺」をはたらくという意味です。一度連絡を入れて（アポ電）時間を
置くことで、被害者はその状況を深く信じ込んでしまうのです。

共 済 コ ー ナ ー

新新語

十番勝負

　アメリカの新聞記者フランク氏の造語で、パキスタンなどの実在国家名との洒落になっていま
す。アメリカの新富裕層（世帯あたりの純資産が最低でも100万ドル以上の人、一般的には1000万
ドル以上の人の集まり）が一般社会と交わる機会が少なく自己完結する社会を形成していることか
ら、国家にたとえたものです。

■
親
分
の
か
わ
っ
た
大
阪
府
で
す
が
、

「
市
」
の
イ
エ
ス
マ
ン
な
ん
で
し
ょ
う
ね
！

 

上
野　

義
弘
（
府
職
労
）

■
い
つ
も
疲
れ
て
い
ま
す
。
人
員
削
減
し
た

ら
サ
ー
ビ
ス
も
縮
小
し
な
い
と
自
分
た
ち
の

負
担
が
増
え
る
ば
か
り
で
す
ね
。「
小
さ
い

政
府
」
が
い
い
な
ら
そ
れ
で
い
い
け
ど
、
求

め
す
ぎ
な
い
で
欲
し
い
で
す
。

 

垣
下　

千
里
（
堺
市
職
労
）

■
寒
い
!!
け
れ
ど
半
袖
の
子
ど
も
た
ち
と
遊

ん
で
い
る
と
、
寒
さ
も
忘
れ
ま
す
。

 

中
山　

奈
々
（
吹
田
関
連
労
組
）

■
仕
事
で
農
家
の
人
た
ち
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
運

動
を
目
に
し
ま
す
。
野
田
首
相
は
国
民
の
た

め
に
と
い
う
の
な
ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
参
加
は
や

め
る
べ
き
で
す
。

 

大
村　

清
（
枚
方
市
職
労
）

■
子
ど
も
園
、
た
ば
こ
税
、
年
金
支
給
を
遅

ら
す
。
そ
し
て
地
震
、
放
射
能
、
大
雨
…
こ

れ
か
ら
日
本
は
ど
こ
に
行
こ
う
と
し
て
い
る

の
か
？
結
婚
３
年
目
を
迎
え
て
子
ど
も
が
欲

し
い
と
考
え
始
め
た
娘
が
、
よ
か
っ
た
と
思

え
る
日
々
を
過
ご
せ
る
の
か
…
不
安
だ
と
い

い
ま
す
。
会
え
る
も
の
な
ら
早
く
会
わ
せ
て

欲
し
い
「
孫
」
と
い
う
人
に
！

 

渡
瀬　

ひ
と
み
（
吹
田
関
連
労
組
）

■
大
阪
で
は
「
維
新
の
会
」
が
勢
力
を
広

げ
、
給
料
の
削
減
の
波
が
迫
っ
て
き
て
い

る
。

 

松
川　

豊
（
吹
田
市
職
労
）

■
新
し
い
年
を
迎
え
、
明
る
い
話
題
が
少
し

で
も
多
い
年
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
！
今
年

は
健
康
に
気
を
つ
け
て
た
く
さ
ん
の
山
に
登

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

嶋
田　

貴
子
（
和
泉
市
職
労
）

新春クロスワードパズル

　

「
国
際
競
争
力
」
の
用
語
の
意
味
と
競
争
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
る
も
の
や
そ
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、

労
働
者
や
国
民
の
立
場
か
ら
「
資
本
の
競
争
原
理
」
と

ど
う
向
き
合
う
べ
き
か
…
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

絶
え
間
な
い
物
質
循
環
と
い
う
物
理
法
則
か
ら
み
る

と
、
ご
み
は
、
目
の
前
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
決
し
て
な
く
な
り
ま
せ
ん
。
ご
み
の
問
題
は
、

産
業
や
暮
ら
し
方
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で
の

持
続
可
能
な
社
会
に
し
て
い
く
た
め
の
実
践
が
提
案
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
震
災
復
興
を
す
る
の
か
？
今
、
そ
れ
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
資
本
の
競
争
原
理
に
基
づ
く
復
興

か
、
そ
れ
と
も
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
人
間
ら
し
く
暮

ら
せ
る
復
興
か
？
震
災
復
興
の
あ
り
方
が
、
今
後
の
日

本
の
方
向
性
を
示
唆
し
ま
す
。

「『
国
際
競
争
力
』
と
は
何
か

　
　

賃
金
・
雇
用
・
法
人
税
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
考
え
る
」

 

友
寄　

英
隆　

著
／
１
２
６
０
円（
か
も
が
わ
出
版
）

「
物
理
学
者
は
ご
み
を
こ
う
見
る
」

 

広
瀬　

立
成（
東
京
都
立
大
学
名
誉
教
授
）著

 

１
６
８
０
円（
自
治
体
研
究
社
）

「
人
間
の
復
興
か
、資
本
の
論
理
か　

３
・
11
後
の
日
本
」

 

石
川　

康
宏（
神
戸
女
学
院
教
授
）著

 

１
６
８
０
円（
自
治
体
研
究
社
）

　

個
人
賠
償
責
任
共
済
の

募
集
時
期
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
２
０
１
２
年
４

月
１
日
効
力
開
始
の
契
約

か
ら
、
掛
金
は
年
間
１
０

０
０
円
と
そ
の
ま
ま
で
、

賠
償
額
を
５
０
０
０
万
円

か
ら
１
億
円
に
増
額
い
た

し
ま
す
。

　

組
合
員
本
人
の
加
入

で
、
同
居
で
生
計
を
共
に

す
る
家
族
全
員
を
守
っ
て

く
れ
ま
す
。（
生
計
を
共

に
す
る
別
居
の
未
婚
の
子

ど
も
も
含
ま
れ
ま
す
）

　

近
年
、
自
転
車
事
故
に

関
わ
る
場
合
な
ど
、
損
害

賠
償
請
求
に
発
展
す
る
ケ

ー
ス
が
増
加
傾
向
で
す
。

　

「
セ
ッ
ト
共
済
」
と

「
個
人
賠
償
責
任
共
済
」

の
加
入
で
病
気
や
ケ
ガ
へ

の
備
え
、
ま
た
、
生
活
の

中
で
起
こ
る
賠
償
事
故
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

「個人賠償責任共済」
年間1000円で年間1000円で

１億円１億円へへ増額増額賠
償
額

賠
償
額


